
 

 

Try（寅）の年！と希望に胸膨らませた 2022 年は、新型コロナウイル

スが収束する気配のない中にウクライナ戦争が勃発。長引く閉塞感に

追い打ちをかけるような出来事が起こり、世界中が重い空気に包まれま

した。そんな息苦しい社会に、生き辛さを抱える子ども達は更に苦しさを

感じ、外とかかわりを持てなくなった高齢者が急激に衰えている状況が

見えてきました。私たちはこの中で何をすべきか、悩み、考え、話し合い

ながらこれまで活動を続けてきました。 

先ずは子どもの居場所の環境整備。ゴールデンウイークを利用し、ス

タッフ総出で改装した、新しいカーペットが敷きつめられ、漫画が並ぶ部

屋で、ＩＲＯＨＡの子ども達は、本を読んだり、寝転んだり、それぞれ好きな

ことをしてくつろいでいました。 

食のサポート『みやっこ弁当』は西宮市の補助金をいただき継続。 

更に、昨年より開始したフードパントリーをコープこうべ、フードバンク関

西、個人の心ある方々に食材を提供いただき実施。毎月２日間、コロナ

禍で生活が苦しくなった方を中心に、必要な方にお配りしてきました。 

４月からは WAM 助成金をいただき、『フリースペースＩＲＯＨＡ』（不

登校の子ども達の居場所）を週１日から２日に増やし、相談支援や学び

の機会『ＩＲＯＨＡらぼ』を拡充。新たに『生活サポート事業』の本格的な

実施に向けて準備を進めています。 

このような活動でサポートを受けられた方より、

多くの喜びの声、感謝の声をいただいております。

そして、その声や元気を取りもどしていく子ども達

の姿に、我々もまた元気をもらっております。 

皆様のご支援に感謝申し上げますとともに、さら

に、ご期待に応えられるよう努力してまいります。 

私たちが心を一つにすることで、大きな困難を乗

り越え、子ども達の未来が明るいものになると信じ

ます。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

認定ＮＰＯ法人みやっこサポート 

理事長  中 島  恵 美  

9 2022年 9月 15日 

ご 挨 拶 

 

〒662-0034西宮市西田町 6-5 

『２０２２年度スタッフメンバー』 

『事務所の改装』 
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期間：2021（R3）年１月～12 月 

子ども・子育て支援 

交 流 支 援 

みやっこ食堂  
2021年 休止 

 
子どもも大人も、皆で一緒に 

食べる、地域の食堂！ 

子ども達の楽しい居場所！ 
 

2022年 5月 20 日再開 
 

 ～子どもの楽しい！を創る～  

～地域の仲間・居場所・楽しみづくり～ 

金曜カフェ 
 
9月より 65歳以上の方対象の 

カフェをオープン！ 

絵画や歌などの教室や外出も楽しみ
ました！    
 
活動：金曜日 

参加：のべ 92名 

地域交流スペース 
 
地域交流スペース『つどッテ西田
公園前』は、コロナ感染防止のた
め休止しました。 

 

 TERAKOYAにほんご 
 
日本に住んでいる外国人の方を 

対象に、日本語や日本の文化を学
びながら交流！ 

講 師：名谷有子、北村庸子 

木谷久代 

活動：第１・３土曜日 

参加：のべ 7名 

手話研究会 
 
過去の岡本かおり先生の手話 

教室の動画で 

学びました！ 
  
参加 

のべ 4名 

 

☆☆認定ＮＰＯ法人に認定されました☆☆ 
 

2021年 4月 23日 兵庫県より認定され、 
認定ＮＰＯ法人みやっこサポートになりました。 

みやっこ弁当 
 
活動：火曜日 阪急より北配達 

   金曜日 南東部配達 

共催：NPO 法人なごみ 

数量：のべ 3,873個配布  
    

フリースペースＩＲＯＨＡ  
学校に行かない、行きたくない子ども達が 

仲間と楽しむ居場所！ 
  
活動：水曜日 9:00~16:00 (午前午後の二部制) 

共催：労協センター事業団、にしのみや子ども 

   と学びネットワーク 

人数：のべ 656 名参加 

 

2 

 

ＩＲＯＨＡらぼ 
 
学校に行かない、行きたくない子ども達が、

好きなことや、興味があることを学ぶ！ 
  
活動：火曜日 10:30~12:00 13:00~14:30 

人数：のべ 48名参加 

 

フードパントリー  
支援の必要な人に食材提供！ 

活動：第１火・水曜日 10～20時  

共催：コープこうべ 

   フードバンク関西 

実施：18日 

 

無料学習教室  
小学生から高校生までの子ども

達が、楽しく勉強する居場所！ 
  
活動：水曜日 17:00～21:00 

人数：のべ 139 名参加 



 

 
 

今年度から始まった事業及び変更のあった事業は次の通りです。 
 

■社会福祉振興助成事業（WAM助成）「コロナ禍における生活困窮者及びひきこ

もり支援に係る民間団体活動助成金」をいただき、下記の事業を４月から拡充し

ました。 

 【孤独のないまちをつくるプロジェクト事業】 

・『フリースペースＩＲＯＨＡ』（学校に行かない子ども達の居場所づくり） 

開催日を週１回（水曜日）から、週２回（月・水曜日）に増やし 

半日利用から一日利用に変更しました 

 ・『ＩＲＯＨＡらぼ』（学校に行かない子ども達の学び）の教室を増やしました 

   教室：衣装、陸上、ボードゲーム 

2022年 6月～ 英会話、カーデザイン、プログラミング、ギター＆絵画 

 ・『相談支援』：月・水曜日に他の団体、専門職の方との協働による相談窓口を 

設けました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■コープともしびボランティア復興財団 

「やさしさにありがとうひょうごプロジェクト」助成金 

をいただき下記の事業を開始しました。 

 【すべての人が暮しやすいまちをつくるプロジェクト】 

 ・金曜カフェ：高齢者の方々の居場所づくり 

 ・生活サポート：有償ボランティアのサポーターによる 

家事や困りごとのサポートなど家族代行サービス 

 ・みやサポスポーツ：山登りなどのスポーツを通じて 

コミニティをつくり、相談しやすい環境をつくる 

  

２０２２年度～ 
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生後 4 ヶ月頃から、けいれん発作を繰り返す「ドラ

べ症候群」という難病と闘ってきたキヨ君とご家

族。お母さん、お兄ちゃんにお話を伺うなかで、家族

の支えとなったボランティアさんと犬のてんちゃんの

お話が何度となく出てきました。 

人生の困難に向き合うときには何が必要か？ 

ここに大きなヒントがある気がします。 

その名前が話にで

ただけでもご家族

は笑顔になる。そん

なボランティアさん

自身はどんな思い

で関わってこられた

のか？今回は、ボラ

ンティアの「博士」

こと船岡葉月さんにお話を伺いました。 

 

【キヨ君のご家族のお話】 

キヨ君は現在 2８歳。お父

さんお母さん、そして兄の

将基（まさき）君の 4人

家族です。 

キヨ君が初めて発作を起こ

した生後４カ月から 3歳

ごろまでは、お兄ちゃんの

幼稚園を辞めさせ 3 人で家にこもるなど、キヨ君

が発作を起こさないよう細心の注意を払って生活

していました。 

4 歳の誕生日を迎える前、キヨ君は脳症を起こし

重篤な状態になります。そしてその時お父さんお

母さんは「キヨ君がもう 1 回起きてくれたら、次

はもっと病気をオープンにしていろんなところに

連れて行こう」と決心します。 

幸いキヨ君は一命をとりとめ、この時から林家の

生活は大きく変わっていきます。発作を怖がらず

に外に出て、我慢せず自分達のしたいことをしよ

うと。 

そんな林家を支えたのが

犬のてんちゃんとボラン

ティアの「博士」こと船

岡葉月さんでした。 

 

【お母さん談（みやサポ

通信 vol7 より）】 

「船岡さんはすっごいお

もしろい子で、家がすご

く明るくなって・・・。 

その頃ちょうどお仕事辞めて時間あるからって来

てくれて」「家族旅行に行っても、私らキヨ君に構

ってしまって、この子（兄のまあ君）楽しめない

から一緒に行ってくれる？」とか、「〇〇行きたい

んやけど行ってくれる？」って聞いたら、「はい、

いいですよー！」って一緒に来てくれて。 

私もその子と喋ったらおなか痛くなるぐらいおか

しくて、お兄ちゃんの気持ちをほぐしてくれて。

ご飯食べに行ってもね、うちだけだったら 「キヨ

恥ずかしい」とか言いだして、「そんなんやったら

もう家族で食べに行くの止めよ！」とか 「帰ろ

う！」って途中で何回も帰ってたけど、彼女が一

緒に行ってくれた時は、皆最後まで笑ってるよ

ね。旅行とか行ってもすっごい楽しんで、ケンカ

にならないで笑って帰れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯのなかま 

今回は、けいれん発作を繰り返す『ドラベ症候群』という難病と闘ってきたキヨ君

とご家族を支えたボランティアさんのお話です 
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【ボランティアの船岡葉月さんのお話】 

『ボランティアのいきさつ』 

私が林さんのお家にボランティアに行っていたの

は、24年前、キヨ君が 4歳、お兄ちゃんのまあ

君が小学校 1年生だったと思います。 

それまではコンピューター関連の仕事をしていた

のですが、コンピューター相手より人と関わる仕

事がしたいと思って 20代半ばで退職し、経験に

なればとボランティアセンターに登録していたと

きでした。 

 

ボランティアセンターでは、登録の時になんでも

出来ること書いてって言われて、習い事をたくさ

んしてきたのでそれを書いたんです。そろばんと

かピアノとか、ピアノは 4歳から高３まで習って

たので。そしたら、脳の障がいがあるお子さん

で、指を動かすのがリハビリになるので、ピアノ

を教えるボ

ランティア

はどうです

かと言われ

て、訪問し

たのがキヨ

君の家でし

た。 

毎週行っていたかな？ 教えるってほどのことでは

なくて、一緒にピアノの音をならして、でもキヨ

君はすぐ飽きちゃって、ビデオを見たり他の遊び

を一緒にしたり。そのうちだんだん「ご飯食べて

帰り」とか言ってもらって。泊めてもらったりも

しました。家族の一員、親戚のお姉ちゃんみたい

な感じ。 

 

キヨ君だけじゃなく、お兄ちゃんのまあ君と遊ん

だり、小学校に迎えに行ったりもしてました。  

まあ君が、キ

ヨ君の入院の

際に人の家に

預けられるこ

とが多くてチ

ック症状がで

ていたという

ことは、みやサポ通信を読んで初めて知りまし

た。そうやったんか・・と。 

当時はチックには気づいていなかったけど、スト

レスをかかえている感じで心配になったことはあ

ったかな。まあ君が、楽しく遊んでいるとき突然

お母さんに対して怒り出すことがあったりして。

私も若かったから、寂しいからとはわからなかっ

たけど、しんどいんかな？って思って、まあ君と

いっしょに外に行ったり、公園にいったりしまし

た。でも関わって

いこうという感じ

ではなく、気負わ

ず自然に普通に遊

んでただけ。子ど

もやし、いろんな

気分があるやろ、

お母さんやから言

えることもあるや

ろ、って思ってま

した。 

 

『林家について』 

自分の中では、林家は「明るい家族」のイメー

ジ。お母さんはどんどん道を切り開いていく人。

幼稚園にしても小学校にしてもキヨ君が通えるよ

うにどんどん働きかけていく。 

昔はカーテン閉めてひきこもってたっていう話を

聞いたりもしたけど、私の中では、笑いの絶えな

い家でした。家に泊まりに行ってもずっと私笑っ

てた。お母さんと夜中ずっと笑いながらしゃべっ

てました。いろんなことを跳ね飛ばす明るい家族

でした。 
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旅行も楽

しかった

～。一緒

にいって

くれる？

って言わ

れて、躊

躇なく「いいんですか？すみません～」（笑） 

グリーンピア三木とか行きました。 

家族だけで行ったときにけんかになって帰ること

があったという話も知らなかった。一緒に行っ

て、楽しかった記憶しかない。普通に家族の一員

ってかんじで違

和感なく、海に

も一緒に行った

し、公園、ボー

リングにも行っ

たし。 

ボランティアと

か、助けた感覚

はまったくない

です。ほんとに

遊びに行ってま

したね（笑） 

なので、しんど

いとか思ったこ

とはなかった。 

キヨ君が、あめ

ちゃんを舐めててそれを人にあげるのがブームの

ときがあって、まあ君はうえ～って感じでダメだ

ったんだけど、私はまったく平気、めっちゃわら

ける～と思った記憶が（笑） 

しんどいことはしてないし、やめようと思ったこ

ともなかったなあ。遊びに行って楽しかった記憶

しかない。すごい楽しい家族さんで、お父さん穏

やか、お母さん面白いし笑顔、キヨ君まあ君もか

わいらしい。いやなことはまったくなかったです

（笑） 

 

林家でのボランティアはそんなに長くはしていな

くて、遊びに行くときだけ一緒に遊びに行ってい

たのかな。その後

結婚して子どもが

できて関わりが少

なくなってきたん

ですけど、年賀状

は今もやりとりし

てます。 

今も家族の一員の

ような気持ちでい

て、結婚して離れ

た実家のような存

在。久しぶりに会

うと実家に帰る感覚、お母さん変わってないなあ

って（笑） 

 

『キヨ君と今の仕事』 

今私、障がい者の相談支援専門員として支援セン

ターで働いています。 

子どもが生まれてから仕事はやめてたけど、上の

子が小学校に入ってからまた仕事をし始めて、盲

ろう者通訳の仕事を 4年、そのあと相談支援の仕

事、今で 4年くらいかな。  

キヨ君のところで過ごした経験の続きのような感

じで、私の人生みんな繋がってますね。 

 

今も思うのが、あまりキヨ君を障がい者と思って

いない。障がいというよりは個性。多かれ少なか

れみんなが個性としてあるもので、生きていくた

めに支障がある場合にはサポートを受ける。そこ

は今も昔も変わらないです。自然な感じ。みんな

いっしょやと思っている。 

仕事で、発達障がい児童のお母さんたちにもそれ

を言っていて。昔は発達障がいって言葉もなく

て、ただのがちゃがちゃ落ち着きのない子。グレ

ーの人はグレーのまま大人になっていて、昔は大

人になったら治ると思われてたけど、今は、生ま

れつき脳の働き方に違いがあるとわかっていて、

治ったように見えたのは、自分の中で解消方法を

見つけられただけで、治ったわけではないんで

す。なので障がいというよりは個性。周りが個性

を受け入れて、住みやすい世の中になってくれた

らいいなと思う。 
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この、特別なことではないという感覚は、キヨ君

ちから始まっているように思います。 

 

今の仕事は、自分の体と心が元気でないとできな

い仕事。自分が弱っていると、相談者さんの負の

ことを聞かないといけないので、サポートは難し

い。そこは気を付けていて、あまりストレスをた

めないようにしています。 

自分はストレスのたまらない人、ストレスを感じ

にくい人やと思ってたんですけど、実は上の子の

出産のときに産後鬱になってしまって。母乳育児

で夜ずっと寝られなくて、明け方空が明るくなる

と意味もなく不安で泣けてくる。ストレスに縁遠

い人間と思っていたのになるんやなあ、だれでも

いつでも起こることなんやなって。 

特別なことじゃない、意志が弱い、性格が弱いじ

ゃない。自分は大丈夫と思っていてもなる。ホル

モンのバランスってこわいなあ(笑) 

なので、風邪ひいたから風邪薬、胃が痛いから胃

薬みたいに、脳が疲れているから薬を飲みましょ

うって。特別なことではないから、無理せずにい

ろんな人にサポートに入ってもらって助けてもら

ったらいいと思うんです。 

今の相談支援の仕事、コロナもあって精神疾患の

人がすごく多くて。特別なことじゃない、だれに

もなりうることだから、我慢しないで助けてほし

いと言ってほしい。言ってくれないと気づけない

から。 

 

振り返って・・・ 

今やったらもっといいボランティアできたかな？

自分にも子どもがいるから、もっとまあ君の心に

も寄り添って、もっといいかかわりができたか

な？ 

でもあのときはあのときで、あのときだからでき

たこともあった。若くて体力もあったし、走った

り遊んだり、いろんなこと全部一緒にできた。 

そういえば、バンジー飛んできてって言われて、

私だけ飛んだこともあります。みんなは下から見

ていて、あれ？私一人？（笑）そんなんばっか

り、楽しい思い出しかない。 

今仕事も楽しいしかないです。いろんなことが毎

日起きて、人生 100倍楽しい。私が生きているだ

けでは経験できないことを、相談者さんをサポー

トすることで経験できる。人生何倍も楽しめる、

楽しいしかない（笑） 
 

2022 年 6 月 27 日 聞き手  中島 恵美 

            ライター 中川 智子 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぽっかぽかランナーズは、大阪マラソン 2023の 

チャリティパートナー（寄付先団体）に選ばれました！ 

■チャリティランナーの申込 

■ファンドレイジング（2022年 9月 1日開始） 

で応援してください！ 

【お問い合わせ TEL ０８０-５３３３-４７２８】 
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今回も「障害年金」の事例をお話します。ひきこもりになってしまい働くことができず収入がな

いため障害基礎年金を請求し、2級の年金を受給されている 35歳男性のお話です。 

 

■引きこもりの方の、障害基礎年金受給事例 

この方は、中学高校までは問題なく過ごし、部活動にも積極的に取り組んでいました。大学に進

学してサークルにも所属し順風満帆に見えましたが、大きな挫折に直面しました。ゼミでの発表

がうまくいかず、やり直しが続き、自信を喪失してしまいました。次第に大学に行けなくなり、

計画していた旅行にも行けず、友人との交流もほとんどできなくなりました。卒業ができず、家

族との交流すらなくなり、自室に引きこもる日々が続きました。そして 10年以上経過し、現在

も引きこもりの生活が続いています。両親の年金で生活していますが、両親も高齢となり、いず

れ単身となれば収入がなくなります。10年にわたってご両親はこの方を支えてきましたが、今

後のことに強い不安を抱くようになり、何らかの支援は得られないものかと考えられました。 

この方の場合、ご両親が市の担当課に相談したことで医療機関と繋がりました。外出が難しいた

め医師による往診を受け、障害年金の申請へと歩みを勧めることができました。スムーズに障害

基礎年金の申請手続きをすることができ、無事に 2級の認定を得ることができました。そして現

在も、障害基礎年金 2級を受給しながら生活を送っておられます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

引きこもりとは、仕事や学校に行けず家に籠り、家族以外とほとんど交流がない人の状況を指

し、厚生労働省は、こうした状態が 6か月以上続いた場合を引きこもりと定義としています。あ

る調査では、年齢別では 40代が最も多く、次いで 50代、30代となっているそうです。この

年代は、ずっと仕事を続けている方にあっては最も働き盛りの年代ですが、これから新たに仕事

を始めるには難しい年代です。そんな方たちの社会復帰の足掛かりとして、障害年金を請求する

ことができます。障害年金は、生活保護とは違い、働きながらでも受給することが可能なケース

があります。生活資金の一部として障害年金を受給しながら、簡単な仕事や短時間の仕事を始め

ることができれば、社会復帰の大きな一歩になるのではないでしょうか。 

 

引きこもりの方の障害年金受給事例を紹介いたしましたが、上記の方のご両親は、市への相談だ

けでなく、根気強く声掛けをされていました。返事がなくても「おはよう」「おやすみ」といった

声掛けを続け、今もこの声掛けは継続されています。年金の受給決定で解決するものではなく、

こうした家族の取組みが最も重要なのだと感じました。 

 

☆ 障害年金とは  

障害年金は、怪我や病気が原因で精神や身体に障害を負い、労働や日常生活に支障のある方に支

給される制度です。障害者のための生活保護のような福祉・手当と誤解されがちですが、老齢年

金などと同じ公的年金のひとつです。したがって、障害年金を受給することは、老後に支給され

る老齢年金をもらうことと同様に、国民として当然の権利なのです。 

☆障害年金の等級について・・ 

障害年金には、「障害基礎年金」と「障害厚生年金」があります。 

重い方から 1級・2級・3級（障害厚生年金のみ）となっています。 
 

社会保険労務士 中井事務所 櫻城 美幸（西宮市在住）
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夙川駅を降り山手幹線の手前を南西へ、線路と並行

する古くからの坂道をしばらく登っていくと左手に

夙川教会があります。以前は地域のランドマークとも

いうべき存在だったのですが、周囲にビルがたくさん

たち、大きな教会もそのなかに埋没してしまって、ど

こからでも見えるというわけではなくなっています。 
 

夙川教会は大正 12（1921）年に西宮の札場筋に阪

神間初のカトリック教会として誕生し、大正 10（1921）

年に現在地に移転し仮聖堂が建立され、昭和 7（1932）

年に、現在のゴシックリヴァイヴァル様式の建物が梅

木省三氏によって建てられました。 
 

ゴシックといえばケルンの大聖堂など、天に届くよ

うな尖塔を持つ巨大な大聖堂が思い浮かびますが、こ

ちらの教会は日本の戦前の建物であるとこから、ヨー

ロッパの大聖堂に比べると小ぶりで、いわばフランス

の村の教会堂といった風情があるように思います。 
 

教会が夙川にできたのは、奇しくも阪急神戸線が開

通し、夙川駅ができた大正９年（１９２０）の直後に

あたります。この頃、都市の雑踏を避けて大阪と神戸

の中間にあたる郊外住宅地が阪神間に流行ったこと から、国鉄、阪神に続いて、阪急電車が敷設され、沿

線は住宅地として開発されていき、今とは違ってのど

かな田園地帯、海山に隣接する空気のよい住宅地がで

きあがり、たくさんの人が移り住んできました。教会

はその後戦禍を経て残り、今にいたっています。 
 

夙川教会について記す時、忘れてはならないのは、

遠藤周作（1923-1996）と須賀敦子(1929-1998）など

の作家たちです。特に前述の二人は教会に縁が深く、

夙川やカトリックの信仰を題材にした小説や随筆を

書いています。教会は日曜日にはミサがあり、たくさ

んの信者が訪れます。なかでもクリスマスのミサは外

まで人があふれるほど賑わい、荘厳な趣があります。

皆様もぜひ一度ご訪問くださいませ。 
 

 

 

 

 

 

 

夙川カトリック教会 土井 久美子
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『夙川カトリック教会』 絵：足立 明 

みやサポ通信のこの素敵なコラムは、土井久美子 

さんと足立明さんのお力添えで、ここまで続けるこ

とができました。 

温かな西宮愛に、心から感謝申し上げます。 
 



〇 当法人ホームページ ご寄付・賛助会員の受付 にて 

https://www.miyasapo.net/support/   
 

〇 直接事務所へ 
当法人事務所へ、お電話いただき（0798-81-5301） 

平日の AM10:00～ＰＭ16:00 にお越しください  
      住所：西宮市西田町 6-4 夙川サンらいふ（阪急高架下） 

 
   

   

  

 

 
 
 

皆さんの「自分にできることを できるだけ」が必要です 
 

   
 
 

■ボランティアで参加！ 

・フリースペースＩＲＯＨＡ（不登校の子ども達の居場所）で、遊んだり、 

子ども達に寄り添い、一緒に過ごすボランティア 

・みやっこ食堂(こども＆おとな食堂)の、調理や配膳のボランティア 

・無料学習教室で学習サポートのボランティア ※2022 年 9 月現在休止中 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【寄付の種類】 

■賛助会員：毎年、年間 3,000 円の会費を払い応援する会員 

■ご寄付(都度寄付)：ご自分が寄付したい金額を、したい時にするご寄付 

■ご寄付(継続寄付)：毎月引き落としで、定期的にするご寄付(1.000 円～)    

■ご寄贈：お米など、消費期限の長い食材でするご寄付 
 

ボランティア活動へ参加 

活動へのご寄付 

お申込みはこちら

へ 
ホームページ 

寄 付 

 

ホームページの ご意見・お問合せ に 

メッセージをいただくか 

直接電話にてお問合せ下さい 
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学生ボランティアも歓迎！ 

 法人へのご寄付は、税制優遇の対象となります  

〇個人でご寄付された場合、寄付金額の最大約 50%が減税になります 

〇法人で寄付された場合、法人の損金算入限度額が拡大されます 

〇相続した財産を寄付すると、その分は相続税が非課税になります 

 

https://www.miyasapo.net/

